令和１年度　第５回安芸高田市・子ども子育て会議　議事録
日時：令和１年10月29日（火）19：00～
場所：クリスタル・アージョ4階　小ホール
議題
　安芸高田市子ども子育て支援事業計画の事業見込と来年度以降の市の行動計画について
議題に対するご意見・ご指摘
・⑩病児病後児保育事業は有料か。利用は多いか。
→有料で半日が1000円、１日が2000円。ただし預かる前に病院で診断を受ける必要がある。診断内容によって重篤であれば受けることが出来ないため事前登録と病気になった際の病院での受診必要。現在、月に１人か２人利用しているがないときもある。これからはインフルエンザや風邪など流行ってくるので増えてくると思う。うつる疾患については利用制限させてもらうこともある。
・医療ケアの必要なお子さんのところに看護師を派遣するという事に関してもう少し具体的に。実際に看護師が学校には長期間行くのか。
→現在、吉田幼稚園に配置している。今は子どもが幼稚園なので９時～14時までの保育時間に看護師免許を持っている看護師が訪問している。週４日、気管切開し、たん吸引が必要なこどもには必要に応じて対処している。週１日については医師会の協力を得て、訪問看護のサービスを提供できる人に見守りをしてもらっている。

当初は保育所入所を目標にしていたが、平成29年に児童の状況を見ながら、それを受け入れている広島市内の保育所等視察を行った。受け入れ体制の整備を図ろうとしたが看護師の確保が難しく、保育所においてはできなかった。本年の４月から吉田幼稚園において母子通園という形で通園していた。看護師の確保が10月から可能になり、医療的ケア児が保護者なしでの受け入れができるようになった。

・スクールカウンセラーの学校配置は小中学校全部なのか。

→今までは基本的に中学校区に配置して、そこから小学校区、中学校区の中の小学校の子どもや保護者の方は相談に来てもらえるというシステムだったが広島県教育委員会の考え方で全校に今年度から配置することとなった。中学校区を基本に配置する学校と、そこから各小学校に年に何日、何時間と上限はあるが配置をして直接学校へ行ってもらうことに変更になった。市内全校、差はあるが年に何回かスクールカウンセラーが学校に来てもらえる全校配置という取組になっている。
・それは保護者に周知されているか。
→学校便り等でスクールカウンセラーの来訪日など記されているかと。はっきりでないが周知はされていると思う。
・安心して子供を産み、育てられる環境整備とあるが子供を産める環境が無い。子供を授かれることがあれば出産を考えているが、近くに産婦人科がないのが不安。

→安芸高田市に産婦人科（自然分娩できるところ）があったが、閉院になってしまっている。いま特に言われているのが、妊娠22週目くらいからのお母さんも子どももリスクが高く、対応できるのが、安芸高田市、三次、安佐市民。そこでできるのが産婦人科、小児科、すべてのドクターがお母さんと子どものために待機できる仕組みがある。急変した状態であっても、お子さんお母さん両方助けられる医療現場。吉田総合病院に関しては産科医があるので検診等はそちらでも協力してくれる。

・小学校統合で思うのが統合したとこで人数が少ない。安芸高田市に住んでもらえる人口が増えればいいのでは。

→目標の一つとして、定住の促進、出生率の向上といった少子化対策がある。このままの状態でいけば子どもがどんどん減少する。現在、近所で遊ぶ子どもたちがいないという状況がおこっている。10年前の出生率は200人超えていたが、現在は150人切る状態になっている。悪循環がどんどん進んでいるため、安芸高田市は保育料無償化、給食費無償化を実施したり、在宅育児している方には手当を出したりといった様々なことをしているが、定住の促進、出生率の向上には直結しない。
子育て支援をやるだけでなくいろんなことと連動した形でやっていかないと結果がすぐに出てこない。企業誘致、住む場所、遊ぶ場所、息抜きが出来る場所、そういうものがそろってこないと状況は改善されてこない。子育て支援の充実、学校教育の充実といったことを実施することにより少子化対策の一つにはなるのではないかと考えている。
